
ザンビアから岐阜県の皆さんへ

マブカ～？ ～日々、奮闘の現場から～

最後までお読みいただき、ありがとう
ございました。次回は、1年目の
振り返りを紹介します。
来月号もどうぞお楽しみに！

マブカ：現地語（トンガ語）でおはようの意味、Good morning, how are you? までの意味を含んでいる

４月号（Vol. 11）
JICA海外協力隊
ザンビア派遣
森本衣美

水や環境を自分ごとに ～共に未来を考える～

今月の1枚

ザンビアでの活動を紹介します！

学校で

岐阜県の皆さん、こんにちは！日本は、春を迎え、新しい生活が始まる季節ですね。
こちらザンビアは、そろそろ雨季が終わり、⾧い⾧い乾季に突入します。
さて、第11回は私の活動を紹介します。もうすぐ、ザンビアに来て１年になります。
ザンビアで日々取り組んでいることや、大切にしていること。すぐに結果が見える
ものではありませんが、この１年間の歩みを温かく見守っていただけたら嬉しいです。

水や環境について、
意識する機会が少ない

活動背景

水や環境について、
意識するきっかけづくり

地域で

・井戸や水利用などの調査
・水をテーマにおしゃべり会

活動内容 将来的には、、、

水や環境について自分事として考え、
行動できる子ども達が増えてほしい

ついに熟したグアバの実

子どもたちが町で声をかけてくれると、
学校で活動していてよかったと感じます。

全部で73の民族が暮らすザンビア
地域によって主要民族が異なり、
気候や植生も変わってきます。

楽しさと難しさ

ロジ族のお祭りに行ってきました！
首都から車で約12時間。
ザンビア西部で雨季の終わりに行われる
ロジ族のお祭り「クオンボカ祭り」に
行ってきました。

授業で作った
ハートの折り紙

手作りの
授業資料

→

一方、考え方の違いや機材の少なさ等、
戸惑うことも多く、試行錯誤の毎日です

「水の中から出る」という意味を持ち、
雨季に氾濫したザンベジ川による洪水を
避けるため、王が高台へ移動します。
王の船に女王の船が続き、多くの船が
周りを取り囲みながら進んでいきます。
伝統衣装は、イギリス統治時代の影響を
受け、男性は赤い帽子にベストとスカー
ト、女性は華やかなドレス姿です。
自然とともに生きる人々の暮らしを感じ
られる、美しいお祭りでした。

（上）
王の船
（下）
伝統衣装を
着た人々

同じ国内でも、多様性に富んだ
美しさがあることが、ザンビアの
面白さの一つだと感じて

います

クオンボカ祭りにて

・水や衛生、環境、ゴミ問題などに関して授業
(一緒に考え、手を動かすことを意識してます)

外の世界と関わる
機会が限られている

できるだけ多くの
子どもたちと関わること

自分たちの外の世界にも目を向ける
きっかけになればと思っています


